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工事がすすむ荒木野浄水場 

豪雨による浸水 

安心できる水供給のために 

除雪機械地区貸与式 

老朽化した配水施設 

取水施設も新しくします 

統合予定の善王寺浄水場 

■水道事業会計 
【企業会計】（継続）　13億1,113万円 

（上下水道部　水道整備課） 

○善王寺浄水場改良事業（大宮町） 
　　　　　　　　　　　  継続　3億4,000万円 
　老朽化が進んでいる善王寺浄水場と大野池
浄水場を統合し、急速ろ過を採用した新たな
浄水場を整備し、水道水の安定供給をめざし
ます。 
（平成21年度～平成23年度） 

○仲禅寺経由峰山網野連絡事業（網野町） 
　　　　　　　　　　　　　  継続　9,000万円 
　峰山町から網野町島津地区へ給水するため
の連絡管の布設を行います。 
（平成21年度～平成25年度） 

○荒木野浄水場改良事業（丹後町） 
　　　　　　　　　　　　　  継続　5,000万円 
　網野町への安定給水を可能とするため、浄
水場の能力向上を図ります。 
　平成22年度は新水源の整備を行います。 
（平成19年度～平成22年度） 

水洗化 

5　上下水道の整備 

　地域経済の活性化と既存住宅の水洗化を図る
ことを目的に、公共下水道事業・集落排水事業・
市設置浄化槽整備事業の供用開始区域内で、既
存住宅を新たに市内業者を利用して、下水道に
接続するための排水設備工事を行った場合に、
その工事に要する費用の一部を補助します。 
（補助上限額　3万円） 

■水洗化推進支援事業補助金 
【衛生費】（継続）　750万円 

（上下水道部　普及推進・料金課） 

　積雪時のきめ細かな除雪を行うため、老朽化
した大型除雪機械（8㌧級、2台）を更新すると
ともに、狭い市道（生活道路など）を除雪する
ため、地域協働による地区貸与用の小型除雪機
械（乗用型 4台、歩行型 2台）を購入し、冬季
交通の安全・安心を確保します。  

■除雪機械整備事業 
【土木費】（継続）　3,200万円 

（建設部　管理課） 

　今後水不足が予想される網野町および大宮町
給水区域へ、水量に余裕が見込める峰山町およ
び丹後町から水融通を行うための施設整備に対
して、水道事業の経営の安定化を図るため一般
会計から合併特例事業債を活用して出資を行い
ます。 
　本年度は、善王寺浄水場改良事業、仲禅寺経
由峰山網野連絡事業、荒木野浄水場改良事業に
対して出資を行います。 

■水道事業会計出資金 
【衛生費】（継続）　2億4,000万円 

（上下水道部　水道整備課） 

　網野町浅茂川地区の内水処理対策として内ヶ
森第2雨水ポンプ場の建築工事に着手します。 

■内水処理対策事業 
【土木費】（拡充）　1億10万円 

（建設部　土木課） 

■簡易水道事業 
【特別会計】（継続）　12億1,500万円 

（上下水道部　水道整備課） 

下水道の接続を推進します 

○久美浜東部簡易水道　　　　  3億 2,960万円 
　久美浜東部簡易水道は、平成20年度で国の
統合認可を受けて平成 21年度から平成 24年
度までの 4か年事業として水道施設の整備を
行っています。 
　平成22年度は、大井地区で新しく確保した
水源地に取水施設を新設して水不足の解消を
図ります。また、国道 312号の南側、佐野集
落の南東の谷あいで取水施設、配水施設、浄
水施設などを整備し、更に旧佐野甲簡易水道
と旧佐濃南部簡易水道を接続させることにより、
水不足に陥った場合の水融通を可能にします。 

内水処理対策 
治水対策のひとつで、河川堤防に守られ
た堤防地内の排水不良による浸水被害を
防止、または軽減する対策のことです。 

久美浜東部簡易水道 
佐野甲簡易水道、佐濃田村簡易水道、佐
濃南部簡易水道の三つの統合簡易水道です。 
給水地区は尉ヶ畑・二俣・小桑・佐野甲・
佐野乙・円頓寺・長野・坂谷・郷・竹藤・
女布・丸山・永留・安養寺・野中・佐野丙・
壱分・大井・関・三分・平田・谷の22地
区です。 

　水道事業は、給水人口により上水道と簡
易水道に分けられています。上水道は給水
人口5,001 人以上で、簡易水道は 101人以
上5,000人以下となっています。 


